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 注 意 事 項  

 

１ 試験開始の合図があるまで，この問題冊子の中を見てはいけません。 

 

２ 解答用紙はマークシート式です。 

 

３ 受験番号はアルファベットを数字に直し，次の例のように５桁で記入してマー

クを忘れないこと。 

 例 ３年Ｄ組１番 → 30401 

 

４ 試験中に解答用紙の不足，問題冊子の印刷不鮮明，ページの落丁・乱丁及び解

答用紙の汚れ等に気付いた場合は，手を挙げて監督者に知らせなさい。 

 

５ 試験終了後，問題冊子は持ち帰って復習をするとともに，答案返却の際に持参

すること。 
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倫    理 
（解答番号［1］～［50］） 

第１問 次の文章を読み下の問い（問１～問４）に答えよ。（配点 10） 

 

 (a)「マタイ伝福音書」によると，イエスはヘロデ大王の統治下（前 37～前 4）に生まれた

が，「ルカ伝福音書」によると，その誕生は皇帝アウグストゥスによる人口調査の勅令発布の

年と結び付けられている。一般にこの人口調査は紀元後 6～7 年に実施されたと考えられて

いるが，勅令はすでに紀元前 7 年に発布されていたと推測する学者もいる。［ 1 ］をイエ

スの出生地とする「マタイ伝福音書」と「ルカ伝福音書」の叙述は，メシアは［ 1 ］か

ら現れるという，ユダヤ人の期待（「ミカ書」）に基づく物語であるかもしれない。古い伝承

によると，イエスは「ナザレのイエス」とよばれているので（「マルコ伝福音書」），ガリラヤ

のナザレの出身であったと推測される。父はヨセフ，母はマリア。兄弟たちや姉妹たちもい

た（「マルコ伝福音書」）。「マタイ」「ルカ」の両福音書の誕生物語では，イエスを処女マリア

から生まれたとして，イエスの聖性の根拠としている。少年時代については，12 歳のときエ

ルサレムの神殿で教師たちと問答をし，その賢さに人々が驚嘆したという物語（「ルカ伝福音

書」）のほかには，何も知られていない。紀元 28 年ごろヨルダン川のほとりで［ 2 ］の

洗礼運動が始まると，彼から洗礼を受け，やがて弟子たちを集めて宣教活動を開始した。 

「マルコ伝福音書」によると，イエスの活動のおもな舞台はガリラヤである。彼は民衆の

間で教え，病人を癒し，悪霊祓を行うが，ユダヤ教の伝統的教えに対して自由にふるまった

ため，(b)パリサイ派などユダヤ教指導者の反感を買った。 

 最後に，過越祭を祝うためエルサレムに上京（日曜日），そこでユダヤ教指導者たちと論争

し，弟子たちを教えるが，その週の木曜日に 12 弟子と過越の食事（最後の晩餐となった）

をともにし，その 1 人であるイスカリオテのユダに裏切られ，ユダヤの最高法院（サンヘド

リン）によって逮捕，審問され，涜神の罪で死刑の判決を受けた。しかし当時ユダヤ人は死

刑執行権をもたなかったので（「ヨハネ伝福音書」），イエスをローマの総督ポンティウス・ピ

ラトゥス（ポンテオ・ピラト）に反ローマ運動の指導者として訴え，死刑を強く要求した。

福音書によれば，ピラトゥスはイエスにその罪をみいだすことができなかったが，ユダヤ人

の声に負け，(c)彼を「ユダヤ人の王」として，エルサレム郊外のゴルゴタの丘で十字架につ

けた。このことから，イエスは実際に反ローマ的暴力革命の指導者であったと想像する学者

もいるが，福音書によれば彼の運動は政治的でも軍事的でもない。しかしイエスのように，

この世界の終焉を意味する神の国の宣教と治癒活動によって多くの抑圧された貧しい民衆を

ひきつける者は，支配者にとって好ましくない人物に違いなかった。しかもイエスのもとに

集まる民衆のなかには，彼の意に反して民族的メシア王国の実現を期待する者もいたので，

支配層はそこにいっそう危険を感じたことであろう。そのためにイエスの処刑には福音書が

報告する以上に，ローマ人が積極的に関与したかもしれない。 

 

問１ 文章中の空欄［ 1 ］～［ 2 ］に入れるのに最も適当なものを，次のそれぞれの

①～④のうちから一つずつ選べ。 

① メッカ  ② サマリア 

③ エルサレム  ④ ベツレヘム 

 

［1］ 
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① バプテスマのヨハネ  ② ヘロデ・アンティパス 

③ アリマタヤのヨセフ  ④ マグダラのマリア 

 

 

問２ 下線部(a)に関連して，「福音書」をあらわすギリシア語 εὐαγγέλιον，の意味として

最も適当なものを下の①～④のうちから一つ選べ。［3］ 

 

① 覆いが除かれること ② 遣わされた者  ③ 新しい教え  ④ 良い知らせ 

 

問３ 下線部(b) に関して，パリサイ派についての説明として最も適当なものを，次の①～

④のうちから一つ選べ。［4］ 

① エルサレムの貴族祭司層とユダヤの地方貴族･地主たち 

② 律法の遵守を説く平民の律法学者・学者・教師たち   

③ 反ローマ闘争を行った武装グループ 

④ 厳格な規律の下修道生活を行った共同体のメンバー 

 

問４ 下線部(c) に関して，下の聖書の引用を読み，その説明として最も適当なものを次の

①～④のうちから一つ選べ。［5］ 

 

イエスは，自ら十字架を背負い，いわゆる「されこうべの場所」，すなわちヘブライ語

でゴルゴタという所へ向かわれた。そこで，彼らはイエスを十字架につけた。また，イエ

スと一緒にほかの二人をも，イエスを真ん中にして両側に，十字架につけた。ピラトは罪

状書きを書いて，十字架の上に掛けた。それには，「ナザレのイエス，ユダヤ人の王」と書

いてあった。 イエスが十字架につけられた場所は都に近かったので，多くのユダヤ人がそ

の罪状書きを読んだ。それは，ヘブライ語，ラテン語，ギリシア語で書かれていた。 ユダ

ヤ人の祭司長たちがピラトに，「『ユダヤ人の王』と書かず，『この男は「ユダヤ人の王」と

自称した』と書いてください」と言った。 しかし，ピラトは，「わたしが書いたものは，

書いたままにしておけ」と答えた。 

ヨハネによる福音書 19 章 19 節～22 節 

 

① ゴルゴタの丘は，のちにイスラーム教の聖所ともなり，現在岩のドームというイスラ

ーム教の施設が建てられている。 

② イエスとともに十字架にかけられた二人は，イエスの逮捕時にともにとらえられた 12

人の弟子たちのうちの２人である。 

③ ユダヤ人の祭司長たちがピラトに罪状書きの書き換えを願い出たのは，「ユダヤ人の

王」という言葉が，「ユダヤ人の救世主」という意味にもなるからである。 

④ ピラトが罪状書きの書き換えを拒否したのは，イエスを反ローマ的メシア僭称者とし

て厳しく処罰するためである。 

［2］ 
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第２問 次の文章を読み，下の問い（問１～問５）に答えよ。（配点 12） 

 

イエスはユダヤ人たちが待望していた神の国――神の支配――の接近を告知し，主の祈り

のなかでその実現を祈るべきことを教えた。この限りにおいて，彼は (a)ユダヤ教黙示文学

の世界に住んでいた。しかし，彼の宣教は独自の特色を備えている。彼にとって神の国は単

に接近しているだけではなく，すでに現在の事実となっている。彼の行う悪霊追放はそのし

るしとして解釈される。「わたしが神の指によって悪霊を追い出しているのなら，神の国はす

でにあなたがたのところに来たのである」。 

 イエスは神の審きよりも恵みを強調する。神は慈愛に満ちた天の父として，「悪い者の上に

も良い者の上にも，太陽を昇らせ，正しい者にも正しくない者にも，雨を降らしてくださる」。

天にいます神すなわち聖なる超越的な神は，遠き神であると同時に，(b)「アバ」ということ

ばで，親しく，全き信頼をもって呼びかけることができる近き神でもある。したがってイエ

スは，(c)律法を守りえないゆえに神から見捨てられているとみなされていた取税人や罪人と

食事をともにし，彼らに救いを約束する。 

他方，自己の敬虔に頼り，それを神の前に誇り，その報酬として救いを得ようとする者は，

神から退けられる。そこには高慢の危険がある。こうして律法主義は批判され，ユダヤ教指

導者たちはイエスのふるまいに憤る。 

 神への愛と隣人への愛は不可分であり，(d)この二重の戒めよりも大事な戒めはない。そし

て愛は［ 6 ］にまで及ばなければならない。「［ 6 ］を愛し，迫害する者のために祈

れ」。こうしてイエスは，愛を徹底的に重視する結果，ときにはユダヤ教律法の規定に反する

言動をも示す。［ 7 ］に病人を癒し，法的，社会的に弱い婦人の立場を考慮して離婚を禁

じ，人間相互の交わりを妨げる食物規定を批判する。しかし律法に対する批判的言動はユダ

ヤ教からみれば涜神にほかならず，とうてい許容できるものではなかった。これがイエス処

刑の決定的な原因になったと思われる。 

 

 

問１ 文章中の空欄［ 6 ］～［ 7 ］に入れるのに最も適当なものを，次のそれぞれの

①～④のうちから一つずつ選べ。 

 

① 敵   ② 同胞 

③ 異邦人  ④ 罪人 

 

① 過越祭  ② 祈禱中 

③ 安息日  ④ 食事中 

 

 

問２ 下線部(a)に関して，新約聖書の中の黙示録の著者とされる人物として最も適当なもの

を，次の①～④のうちから一つ選べ。［8］ 

① マタイ  ② マルコ  ③ ルカ  ④ ヨハネ 

 

［6］ 

［7］ 
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問３ 下線部(b) に関して，「アバ」についての説明として最も適当なものを，次の①～④の

うちから一つ選べ。［9］ 

① 奴隷が主人を呼ぶときに使う言葉 

② 妻が夫を呼ぶときに使う言葉 

③ 幼児が父親を呼ぶときに使う言葉 

④ 母親が幼児を呼ぶときに使う言葉 

 

問４ 下線部(c) に関して，神の国は純粋な恵みの賜物として律法をわきまえない者にも与

えられることをあらわすたとえ話として最も適当なものを，次の①～④のうちから一つ

選べ。［10］ 

① 放蕩息子の帰宅を喜び迎える父親のたとえ 

② 強盗に遭ったユダヤ人を助けた良きサマリア人のたとえ 

③ 油の準備を怠り花婿を迎えに行けなかった思慮の浅い花嫁のたとえ 

④ 金持ちが神の国に入るより，らくだが針の穴を通るほうがやさしいというたとえ 

 

問５ 下線部(d) に関して，神への愛と隣人愛の戒めが大切である理由として最も適当なも

のを，次の①～④のうちから一つ選べ。［11］ 

① 神への愛と隣人愛の律法を忠実に守ることができる者のみが神の国に入ることができ

るから。 

② 旧約聖書にのみあらわされている神への愛と，新約聖書にのみあらわされている隣人

愛を兼ね備えたものがアガペーであるから。 

③ 旧約聖書には描かれていなかったこの２つの戒めを，イエスが新しい契約として人び

とに与えたから。 

④ 神の愛によって永遠の命を受け継ぐ者は，それに対する感謝の応答として神と隣人へ

の限りない愛を求められるから。 
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第３問 次の文章を読み，下の問い（問１～問３）に答えよ。（配点 10） 

 

 イエスと (a)パウロの教えを中心として成立した２世紀なかごろまでのキリスト教を，原

始キリスト教という。このころ，各地で信者たちによる集まりが結成された。これがエルサ

レム（原始）教会である。そのなかで，とくにローマ教会はイエスの弟子［ 12 ］の創立

になるため，「教会のなかの教会」とされ，ローマ教会の最高指導者は教皇とよばれてきた。 

 313 年以後，ローマ帝国内で公認されたキリスト教には，異教世界との接触が深まるにつ

れて，その教えを論証する必要が生じ，教父とよばれる教会の指導者たちによって，しだい

に教義が整えられてきた。カトリックの教義体系の樹立をめざした教父たちのなかで，もっ

とも大きな影響をおよぼしたのが，『神の国』をあらわしたアウグスティヌスである。 

 アウグスティヌスによれば，人間の至福は「神を愛する」ことによってのみ，かなえられ

る。この愛はラテン語では［ 13 ］とよばれる。神を愛し，神のためにすべての者を愛す

るという「愛の秩序」が，人間の行為の基準であり，徳の定義をなす。このように考えた彼

は，パウロによって基礎づけられた信仰・希望・愛をキリスト教の三元徳とし，ギリシャの

四元徳の上位に位置づけた。また，歴史を，「神の国」と「地上の国」との戦いと見る独自の

歴史観と (b)恩寵についての考え方から，歴史の終末に「神の国」の全貌があらわれるとし

た。 

 13 世紀ごろ，トマス = アクィナスはアリストテレス哲学の研究をふまえて，理性と信仰

との調和をはかろうとした。このような研究は教会や修道院の付属の学校（スコラ）で行わ

れたので，スコラ哲学とよばれる。 

 彼の『［ 14 ］』によると，理性のはたらきは信仰にもとづくのであり，両者は相反しな

い。そして，被造物である自然の偉大さを認めることは，創造主としての神の偉大さをたた

えることである。人間は神に向かってすすみ，神を「観想」する生活のなかに至福を得るの

である。 

 

問１ 文章中の空欄［ 12 ］～［ 14 ］に入れるのに最も適当なものを，次のそれぞれ

の①～④のうちから一つずつ選べ。 

 

① ペテロ  ② トマス 

③ ヨハネ  ④ フランシスコ 

 

① レックス  ② フィデス 

③ スペース  ④ カリタス 

 

① 三位一体論  ② 神学大全 

③ 告白  ④ ローマ信徒への手紙 

 

 

［12］ 

［13］ 

［14］ 
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問２ 下線部(a)に関して，パウロの言葉として最も適当なものを，次の①～④のうちから一

つ選べ。［15］ 

① このように，わたしたちは信仰によって義とされたのだから，わたしたちの主イエス・

キリストによって神との間に平和を得ており，このキリストのお陰で，今の恵みに信仰

によって導き入れられ，神の栄光にあずかる希望を誇りにしています。 

② 哲学者の『自然学』第三巻によれば，無限なるものはすべて，不完全なるものである。

しかるに神の能力は不完全ではない。ゆえに無限ではない。 

③ 聖書を読み始めた私は，先にプラトン派の書物の中で読んだ真実のことがらはすべて，

聖書のうちに，しかもあなたの恩寵を称揚しつつ述べられていることを発見しました。 

④ 鳥のことを考えてみなさい。種も蒔かず，刈り入れもせず，納屋も倉も持たない。だ

が，神は鳥を養ってくださる。あなたがたは，鳥よりもどれほど価値があることか。 

 

問３ 下線部(b) に関して，アウグスティヌスの恩寵についての説明として最も適当なもの

を，次の①～④のうちから一つ選べ。［16］ 

① 人間は、自由意志によって善なる神の恩寵を求めることによってのみ、悪の神や悪魔

のもたらす不幸と害悪から身を守ることができる。 

② 人間の悪への傾向は神の恩寵が人間に与えた試練で、善を求める自由意志のみが原罪

を乗り越える力を持つ。 

③ 人間の罪は神が与えた自由意志によって生じるが、この自由意志は原罪の下にあって、

善への自由、愛への自由を失っている。意志の自由を回復するのは、神の恩寵であり、

恩寵は聖霊によって与えられる。 

④ 人間は自由意志を持っているのではなく、人間の心と体の働きは、すべて神の恩寵に

よる摂理によって、永遠の昔から決定されている。 
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第４問 次の文章を読み，下の問い（問１～問３）に答えよ。（配点 10） 

 

紀元前 15 世紀ごろ，中央アジアの草原地帯からインダス川上流域に侵入したアーリヤ人は，

先住民族を征服しながら，やがてガンジス川中流域に定住の農耕社会を成立させた。彼らの

社会は，(a)四つの身分からなるヴァルナによって秩序づけられていた。人間の幸・不幸は神々

の祭り方にかかっていると考えられ，この祭祀をつかさどるバラモンは，神に等しい社会的

地位を占めた。バラモン教とよばれる彼らの宗教は，神々への賛歌を集めた『［ 17 ］』を

中心とする (b)根本聖典『ヴェーダ』にもとづくものであった。やがて紀元前７世紀ごろか

らは，呪術中心の教えにあきたりない人々に，存在の理法への関心が高まり，奥義書『ウパ

ニシャッド』の哲学が形成された。 

バラモン教の信仰は，インドで古くから信じられてきた輪廻の思想とむすびついている。 

輪廻とは，人間をも含めて，すべて生あるものは，死後さまざまなものにうまれかわり（転

生），生と死を無限にくりかえすことをいう。そして，何にうまれかわるかは，そのものの現

世の行為，すなわち［ 18 ］の善悪による，とされた。当初は，よいものにうまれかわる

ために善い［ 18 ］を積むことが説かれた。しかし，よいものにうまれかわってもいずれ

は死に，ふたたび生の苦しみをくりかえさなければならない。そのため，やがてこうした無

限の輪廻の苦しみからの解放，すなわち解脱が追求されるようになった。 

この問題について，ウパニシャッド哲学は，苦行や精神統一（ヨーガ）によって輪廻をひ

きおこす［ 18 ］をたち，梵我一如の真理を自覚し体得すれば，解脱できると説いた。す

なわち，個人の根源である［ 19 ］が，宇宙の本体でありその絶対的原理と，本来まった

く同一であること，つまりさまざまに転生するあり方を捨てて真実の自己（真我）に立ち返

り，それが森羅万象の根源である絶対者と一体であるという真理に目覚めれば，人間は生死・

輪廻をこえて，不生不死の境地に達しうる，としたのである。 

 

問１ 文章中の空欄［ 17 ］～［ 19 ］に入れるのに最も適当なものを，次のそれぞれ

の①～④のうちから一つずつ選べ。 

① ヤジュル－ヴェーダ ② アタルヴァ－ヴェーダ 

③ リグ－ヴェーダ ④ サーマ－ヴェーダ 

 

① プルシャ  ② ヴィシュヌ 

③ サンサーラ  ④ カルマ 

 

① ブラフマン  ② アーリマン 

③ アートマン  ④ アフラマズダ 

 

問２ 下線部(a)に関して，ゴータマ・シッダッタが所属していたヴァルナとして最も適当な

ものを，次の①～④のうちから一つ選べ。［20］ 

① クシャトリア  ② シュードラ  ③ バイシャ  ④ バラモン 

 

問３ 下線部(b) に関して，ヴェーダに描かれる神の名として適当でないものを下の①～④

のうちから一つ選べ。［21］ 

① サラスヴァティ  ② ヴァイローチャナ  ③ インドラ  ④ アスラ 

［17］ 

［18］ 

［19］ 
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第５問 次の文章を読み，下の問い（問１～問５）に答えよ。（配点 14） 

 

人間は多くの場合，ひとりよがりな考えにとらわれ(我執)，さまざまなあやまちを犯して

生きている。たとえば，強い者はその強さを「わがもの」と思いこんで傲慢になり，(a)すべ

てが縁起によって起こることを忘れている。弱い者は弱さにとらわれ，卑屈になって本当の

自己をけがしている。しかし，弱者・強者の対立をこえて，誇ることもなく，いじけること

もなく，たがいに助けあって正しい生活を成就していくことが，真理にめざめた人の知恵の

教えである。 

悲惨なことは，愚かな人間(凡夫)が苦のなかにありながら，その原因を知らない状態，つ

まり［ 22 ］のために，かえって苦の原因を積み重ねていることである。個々の悪しき意

志や卑劣な感情，むなしい願望などは，けっしてそれ自体で起こるのでなく，すべてこの無

明に根ざした一連の現象であるため，この原因をはっきり知らなければならない。それをま

とめたのが (b)四諦(四つの真理)であり，その実践の方法が八正道である。 

苦諦の内容は，生・老・病・死の四苦からなるが，これらにうらみ・別れなどにかかわる

(c)四つの苦を加えて，八苦という言い方もある(四苦八苦)。これらすべての原因となる煩悩

から自由になるための修行法が，(d)八正道である。八正道は，すべてのかたよりやゆがみを

正し，快楽からも苦行からもはなれることから，［ 23 ］とよばれる。 

こうして正しい修行を積んだ結果，すべての束縛から解脱した悟りの境地にいたることが

できる。それを［ 24 ］という。人は，死ねば肉体の制約から解き放たれるため，［ 24 ］

とは死去を意味するようにもなった。 

 

問１ 文章中の空欄［ 22 ］～［ 24 ］に入れるのに最も適当なものを，次のそれぞれ

の①～④のうちから一つずつ選べ。 

 

① 無 我  ② 無 記 

③ 無 明  ④ 無 常 

 

① 禅 定  ② 中 庸 

③ 五 蘊  ④ 中 道 

 

① 三 昧  ② 大 悟 

③ 浄 土  ④ 涅 槃 

 

問２ 下線部(a)に関して，縁起説の説明として最も適当なものを，下の①～④のうちから一

つ選べ。［25］ 

① 身体を安静に保ち，心静かに人間本来の姿を瞑想すること 

② ある対象に対して，まっすぐ平等に働き，乱れたりしないこころの状態 

③ 有情を構成する五つの要素すなわち，色，受，想，行，識の五つ 

④ あらゆる事象は事象間の相互関係の上に成立するということ 

 

 

 

 

［22］ 

［23］ 

［24］ 
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問３ 下線部(b)に関して，四諦についての説明として適当でないものを，下の①～④のうち

から一つ選べ。［26］ 

① 苦諦とは，苦しみを乗り越えることが人生の目的であるという真理である。 

② 集諦とは，苦の原因は渇愛に代表される煩悩であるという真理である。 

③ 滅諦とは，煩悩を滅した状態がニルヴァーナであるという真理である。 

④ 道諦とは，苦を滅するための修行方法が八正道であるという真理である。 

 

問４ 下線部(c)に関して，八苦の内容として適当でないものを，下の①～④のうちから一つ

選べ。［27］ 

 

① 一切皆苦  ② 愛別離苦  ③ 求不得苦  ④ 怨憎会苦 

 

問５ 下線部(d)に関して，八正道の内容として適当でないものを，下の①～④のうちから一

つ選べ。［28］ 

 

① 八正道とはニルヴァーナに達するための八つの正しい実践行のことである。 

② 八正道とは自利行ではなく利他行としての慈悲の実践である。 

③ 八正道は四諦の中で説かれる，煩悩を滅するための道である。 

④ 八正道は正しい認識と正しい生活と正しい精神統一の在り方を説く。 
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第６問 次の文章を読み，下の問い（問１～問５）に答えよ。（配点 16） 

 

仏陀の死後 100 年ほどたつと，仏教教団は仏陀の教えの解釈をめぐり，仏陀の言行に忠実

にしたがおうとする上座部と，仏陀の精神を重視する大衆部とに分裂した。この二派はさら

に分裂を重ねて，紀元前２世紀ごろには，二十の部派に分かれた。これらを部派仏教という。

部派仏教では，もっぱら仏陀の教えを分類し整理して，教えの意味の解釈や体系化がなされ，

のちの仏教理論の基礎が形成された。また，彼らは仏陀の言行を解脱の方法として理解し，

きびしい修行によって，［ 29 ］となることをめざした。 

紀元前１世紀ごろになると，おもに大衆部の流れをくむ布教師や在家信者などのあいだか

ら，大乗仏教の運動がおこった。彼らは，従来の上座部系の部派仏教の教えを自己の解脱の

みを考える自利であり，小さな劣った教えであると批判して小乗仏教とよび，仏陀の言行の

精神は，すべてのものの解脱をめざす慈悲（利他）にあると考えた。ここから大乗仏教では，

この世に生きとし生けるものすべて（一切衆生）の救済をめざして修行する，［ 30 ］の

あり方が理想とされた。彼らは，一切は［ 31 ］であるとの立場に立ち，(a)六波羅蜜の

実践を通して，他者の救済と自己の悟りをめざした。 

大乗仏教の教えは，(b)ナーガールジュナ（竜樹）の［ 31 ］の思想によって，理論的

に確立された。彼は，すべての事物は相互に依存しているだけではなく，それ自身として固

定的に存在するのではない（無自性）と説いた。 彼の理論によって，煩悩や苦行もまた固

定的なものではなくなり，迷いのなかにある凡人にも仏となる可能性が開かれることになっ

た。すなわち，この考え方は，自己の悟りと他者の救済にへだてを設けない慈悲の立場や，

(c)すべての生きものに仏となる可能性（仏性）を認める考えにつながるものであった。大乗

仏教の根本を確立した竜樹は，のちに中国や日本において，多くの宗派の祖として重んじら

れた。 

さらに４世紀ごろには，実在するのは心のはたらきだけであり，外界の事物は意識の産物

にすぎないとする (d)唯識の思想がアサンガ（無著または無着），［ 32 ］兄弟によってと

なえられ，大乗仏教の有力な学説として，後世に大きな影響をあたえた。 

 

問１ 文章中の空欄［ 29 ］～［ 32 ］に入れるのに最も適当なものを，次のそれぞれ

の①～④のうちから一つずつ選べ。 

① 阿羅漢  ② 優婆塞 

③ 如 来  ④ 菩 薩 

 

① 阿羅漢  ② 優婆塞 

③ 如 来  ④ 菩 薩 

 

① 空   ② 苦 

③ 法   ④ 無 

 

① ウパーリ  ② ヴァスバンドゥ 

③ ラーフラ  ④ ヴァルダマーナ 

 

 

 

［29］ 

［30］ 

［31］ 

［32］ 
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問２ 下線部(a)に関して，六波羅蜜の説明として最も適当なものを，次の①～④のうちから

一つ選べ。［33］ 

① 大乗仏教の理想とされる行。布施，持戒，忍辱，精進，禅定，般若の六つをいう。 

② 比丘が所有を義務づけられた六つの生活用品のこと。 

③ 仏教との輪廻の道。天道，人道，修羅道，畜生道，餓鬼道，地獄道の六つをいう。 

④ 森羅万象を構成する六つの要素，地界，水界，火界，風界，空界，識界をいう。 

 

問３ 下線部(b)に関して，ナーガールジュナの著書として最も適当なものを，下の①～④の

うちから一つ選べ。［34］ 

 

① 十住心論  ② 中 論  ③ 俱舎論  ④ 成唯識論 

 

問４ 下線部(c)に関して，如来像説をあらわす記述として最も適当なものを，次の①～④の

うちから一つ選べ。［35］ 

 

① 波羅僧羯諦菩提薩婆訶 

② 一切衆生悉有仏性 

③ 阿耨多羅三藐三菩提 

④ 南無阿弥陀仏 

 

問５ 下線部(d)に関して，唯識思想をあらわす記述として最も適当なものを，次の①～④の

うちから一つ選べ。［36］ 

① あらゆる存在はただこころのはたらきで表された仮の存在にすぎないとみる。 

② すべての存在はその固有の本質をもたないとみる。 

③ 実体，属性など六つの範疇を立てて現象界の構成を明らかにしようとした。 

④ 身口意の三密加持によって即身成仏をはかる。 
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第７問 次の文章を読み，下の問い（問１～問５）に答えよ。（配点 14） 

 

中国思想の根底にはつねに (a)天の観念があるが，その天の崇拝の起源については，従来

は農耕生活との関連から説明されるのが普通であった。しかし近来は文化人類学の研究成果

から，天の崇拝は本来東アジアから中近東にかけての遊牧民族の信仰から生まれたとする説

が有力になった。この線に沿って考えると，前 12～前 11 世紀ごろ西北部に進入して新王朝

を立てた周は，もともと遊牧部族であったと推定されるから，天の信仰はこの周の部族が中

国に持ちこんだものと思われる。ただ周はまもなく農耕生活に移ったので，天の神も農業神

の性格を持つようになったのであろう。この段階での天は人格神として人々の上に臨み，支

配者たる王朝も天の意志のままに決定されるものとした。このころは中国もまだ祭政一致の

段階にあった。しかし周も中期の［ 37 ］時代になると，天はしだいに人格神の性格が稀

薄になり，天は天道という道･法則に転化し，非人格化が進行した。ついには孔子の「鬼神を

敬して遠ざく」という言葉のように，宗教離れの傾向が著しくなった。ただ，その孔子が祖

先崇拝を重視したのは矛盾のように見えるが，それは孔子が家族制度の維持強化を図るため

に，祖先崇拝のもつ現実的機能が必要不可欠であることを認めた結果にほかならない。もと

周の王朝は一族を諸侯に封ずるという［ 38 ］制度の上に成立していたので，家族結合が

天下の秩序を支える原理になっていた。［ 37 ］時代になると天子や諸侯相互の間の家族

連帯の意識が薄れ，実力による抗争が激化した。孔子は周初の［ 38 ］制の精神への復帰

を理想としたので，力による政治を否定し，［ 39 ］による政治を強調した。これが儒教

の根本精神となったのである。 

孔子の直後に諸子百家の時代が始まる。諸子百家とは何か。相次ぐ弱小国家の興亡の結果，

亡国の大夫や士が失職し，大量のインテリ浪人が発生した。彼らは再就職の機会を求めて，

諸侯の間にみずからの理想を遊説した。いわば国家経営を専門とするコンサルタントの群れ

である。これが諸子百家にほかならない。(b)墨家の兼愛説，(c)法家の法治説，兵家の兵法説，

(d)道家の無為自然説など，その説くところは多彩を極める。このように変化に富む思想が一

時に現れたのは，以後の中国史にもその例がない。そこには戦国の無秩序による思想の自由

があった。 

 

問１ 文章中の空欄［ 37 ］～［ 39 ］に入る最も適当なものを，次のそれぞれの①～

④のうちから一つずつ選べ。 

①  殷  ② 春 秋 

③ 戦 国  ④ 秦 漢 

 

① 律 令  ② 中央集権 

③ 神 権  ④ 封 建 

 

① 仁 義  ② 法 律 

③ 礼 儀  ④ 道 徳 

 

問２ 下線部(a)に関して，天の思想に関連する概念として最も適当なものを，次の①～④の

うちから一つ選べ。［40］ 

 ① 法治主義  ② 易姓革命  ③ 兼愛交利  ④ 君民並耕 

 

［37］ 

［38］ 

［39］ 
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問３ 下線部(b)に関して，墨家に関する記述として適当でないものを，次の①～④のうちか

ら一つ選べ。［41］ 

① 兼ねてあい愛しこもごもあい利するがごときは，これその利ありてかつなしやすきこ

と，あげて計るべからず。 

② 天下の利を興し，天下の害を除くを求めんと欲すれば，楽の物たるに在るがごときは，

まさに禁じて止めざるべからず。 

③ 己に克ちて礼を履むを仁となす。一日己に克ちて礼を履めば天下仁に帰す。仁をなす

を己による。人によらんや。 

④ 一人を殺さばこれを不義と謂い，必ず一死罪あり。……いま大いに不義をなし国を攻

むるに至りては，すなわち非とするを知らず，従いてこれを誉め，これを義と謂う。 

 

問４ 下線部(c)に関して，法家の法治説を述べた人物として最も適当なものを，次の①～④

のうちから一つ選べ。［42］ 

 

① 鄒衍  ② 韓非子  ③ 許行  ④ 孫子 

 

問５ 下線部(d)に関して，老子の思想についての記述として最も適当なものを，次の①～④

のうちから一つ選べ。［43］ 

 

① 自然現象を，定立しつつ補完し合う陰陽と，すべての物質を構成する五行という概念

によって説明し，さらに循環する五行の順序に従って，王朝が変わるという説を唱えた。 

② 万物の区別や差異は人間の視点に立った相対的なものにすぎず，本来はすべてのもの

が等しい存在であると説き，あるがままの天地自然に身を任せるべきであると主張した。 

③ 平等な社会を実現するために，差別なき愛に基づき，自らの利益よりも常に他者のこ

とを考える生き方を唱えた。 

④ 宇宙の根源であり，万物を生み出す本質を道と名づけたうえで，人間はその道を模範

として，作為的に振る舞うことのない自然に従った行き方をすべきであると主張した。 
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第８問 次の文章を読み，下の問い（問１～問４）に答えよ。（配点 14） 

 

 孔子は，(a)道徳を身に修めた君子が為政者となって民を治めることが政治の理想である

と考えた。彼は，法と刑罰によって人民を統治しようとする法治主義に反対し，君子の感

化によって天下に秩序と調和がもたらされるという徳治主義を主張した。 

 孔子の仁の教えを受けつぎ，発展させたのが孟子である。彼によれば，人間は生まれな

がらにして，他人の不幸を見すごすことのできない［ 44 ］の心をもっている。たとえ

ば，幼児が井戸に落ちようとするのを見れば，だれでもかわいそうに思って，その子を助

けるであろう。それは，助けたいという心が自然にわくからである。 

 (b)四徳が我々の心身に充実してくると，人生のいかなる局面にあっても毅然とした不動

の心である浩然の気があらわれる。浩然の気を備えた人間は，「自らかえりみて縮くんば，

千万人といえども吾往かん」（『孟子』）という気概を発揮し，どんな困難にあっても徳を

実践しようとする。このような人を，孟子は［ 45 ］とよんで理想とした。 

 春秋時代から漢の時代にかけて，儒教の経典が数多く作成された。そのおもなものは，

のちに (c)四書・五経として重視された。漢代以降は，五経を主としてこれらの経典を研

究する儒学が成立し，経典の理論的統一と体系的な解釈に力がそそがれた。 

 朱子は，天地万物に内在する宇宙の原理（理）と，万物の元素である運動物質（気）に

よって世界の構造をとらえた。この考えを理気二元論という。朱子によれば，理は，あら

ゆる事物を成り立たせる根拠であり，したがうべき規範である。天からあたえられた人間

の性もまた理である。人間は本来理と一体のものであるが，しかし現実の人間は，物質的

な気に妨げられた状態にあり，完全な善をなすことができない。そこで彼は，［ 46 ］

によって宇宙の理と一体化することが理想の道であると説いた。朱子がおもに事物の理を

窮めることを主張したのに対し，王陽明は，理を人間の心のなかに見いだし，生まれなが

らの心の本体がそのまま天理であると考えた。そして，この心が善悪是非を判断するはた

らきのままに生きることが人間の道であると説いた。彼のこの考え方を［ 47 ］という。 

 

問１ 文章中の空欄［ 44 ］～［ 47 ］に入る最も適当なものを，次のそれぞれの①～

④のうちから一つずつ選べ。 

① 惻 隠  ② 是 非 

③ 辞 譲  ④ 羞 悪 

 

① 大丈夫  ② 聖 人 

③ 真 人  ④ 君 子 

 

① 知行合一  ② 心即理 

③ 居敬窮理  ④ 内 観 

 

① 治国平天下  ② 致良知 

③ 性即理  ④ 万物斉同 

 

［44］ 

［45］ 

［46］ 

［47］ 
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問２ 下線部(a)に関して，徳治政治に関する記述として最も適当なものを，次の①～④のう

ちから一つ選べ。［48］ 

 ① 政を為すに徳を以てせば，たとえば北辰のその所に居て，衆星のこれにむかうが如し。 

② 学びて思はざれば則ちくらし。思ひて学ばざれば，すなわちあやふし。   

③ その位に在らざれば，その政（まつりごと）を謀らず。 

④ 巧言令色，すくなきかな仁。 

 

問３ 下線部(b)に関して，孟子の四徳として最も適当なものを，次の①～④のうちから一つ

選べ。［49］ 

 ① 親義礼智  ② 親義別序  ③ 仁義礼智  ④ 仁義礼信 

 

問４ 下線部(c)に関して，四書五経の組合せとして最も適当なものを，次の①～④のうちか

ら一つ選べ。［50］ 

① 四書－論語，孟子，春秋，中庸 五経－詩経，書経，易経，大学，礼記 

② 四書－論語，孟子，春秋，礼記 五経－詩経，書経，易経，大学，中庸 

③ 四書－論語，孟子，大学，中庸 五経－詩経，書経，易経，春秋，礼記 

④ 四書－論語，孟子，大学，礼記 五経－詩経，書経，易経，春秋，中庸 

 

 

これで問題は終わりです。 

 


